
人口と世信
6月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.660人 (ー29人)
[うち外国人921人]

男 65.961人 ( ー46人)
女 66.699人(+17人)

・世 帯 51.271世帯 (+528世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

毎月 1日・iG日発行

我孫子市役所総務部広報室
岱[ï!J・~・[UIj代表

〒~・~我孫子市我孫子 1858 番地

市ホームページアドレス
http://www.cit.abiko.chiba:p 

広

報

み九なで楽しく健康づくり
-・・圃スタ[(むも身体も健康PプランJ

「心
も
身
体
も
健
蔵
プ
ラ
ン
」
は
、
手
賀
沼
も
、
心
も
身
体
も
元

気
な
あ
び

-
F
を
テ
I
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
取
り

組
む
健
廉
づ
く
り
と
、
そ
れ
を
応
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
ま
と
め
た

宣
闘
で
す
。
病
気
の
発
生
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
に
量
点
を
置

き
、
叩
年
後
の
健
旗
づ
く
り
の
目
標
値
を
定
め
て
い
ま
す
。

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
生

活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
た
め
、
「
健
康
観
」
「
栄

養
・
食
生
活
」「
身
体
活
動
・
運
動
」

「
休
養
・
心
の
健
康
」
「
た
ば
こ
」
「
ア

ル
コ
ー
ル
」
「
歯
の
健
康
」
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
の
8
項
目
に
分
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
(
左
表
)

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
は
も
ち

ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
医
療

機
関
な
ど
が
連
携
し
、
総
合
的
な
健

康
づ
く
り
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
月
に
は
「
健
康
フ
ェ
ア
」
を
開

目樺値 施策
。生活習慣改善のための

90%以上
啓発や情報提供

。年齢に応じたバランス
のよい食生活を送るた
めの啓発や情報提供

O適正体重についての啓
発や情報提供

60% 

V健康づくりの目標値と施策(抜粋)

項目 指標の内容 現況値 (04年度開査)

健康に関する情報や知識を得 全体80.5%
健康観 るようにしている (男75.2%・女85.2%)

主食・主菜・副菜を揃えた食
栄養事を 1日2回以上取っている

食生活適正体重を知り、標準体型を
維持する

49.4% 

個
々
人
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

催
し
ま
す
。

ま
た
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
「
我

孫
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
健
康
づ

く
り
ウ
オ
l
キ
ン
グ
コ
l
ス
」
を
地

区
ご
と
に
設
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
児
か
ら
の
生
活
習
慣

病
予
防
の
啓
発
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
書
は
、
市
の
ホ
I
ム
ペ
I
ジ

や
市
役
所
行
政
情
報
資
料
室
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
・
近
隣
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
に

な
り
ま
し
た
が
、
生
涯
に
わ
た
り

元
気
で
活
動
的
に
生
活
で
き
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

「
心
も
身
体
も
健
康
プ
ラ
ン
』

で
は
、

「健
康
寿
命
」
(
健
康
で
自

立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
期

間
)
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
凶
年
後
の
数
値
目
標

を
立
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で、

「
予
防
」
を
重
点
に
総
合
的

な
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

70% 46.9% 

lt たばこ

市

長

楊
卓
司

ι均
金
ヴ

ま
た
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る

「健
康
生
活
コ
I
デ
イ
ネ
I
ト

事
業
」
を
我
孫
子
市
で
実
施
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
個
々

人
に
応
じ
た
食
事
や
運
動
の
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
参
加
者
は

「高
機
能
歩
数

計
」
を
使
っ
て
歩
数
、
体
重
、
体

脂
肪
、
基
礎
代
謝
な
ど
を
自
己
管

理
す
る
も
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
へ
の
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男"，8%
女・・・0%

全体7.7%
(男 12.3%・女 1.5%) 3-1多量飲酒者の割合

歯
健

直健診後に生活習慣の改善が必t要になった人で実際に改善の 全体91.8%
クための指導などを受けた人の(男87.0%・女96.7%)

割合

健
チ
ツ

10thげ九きフエスタ
7iJシヲステイ汐クワーILド2005

湖北小学校
。体育館

パー力νション、ロックソー

ラン、少年少女合唱団、チャ

レンジランキング、プチサス

ケ、バンド演奏ほか

。校庭

昔の遊び、プレーパーク体験、

ごっこ広場

湖北地区公民館
。館内

ブラスパンド、音楽劇、人形

劇、大型紙芝居、おはなし、

市民ミュージカル2005より、

変身コーナー、親子ストレッ

チ、幼児おたのしみコーナー、

お化け屋敷迷路、コンサー

卜、保健センターワークショ

ップほか

。駐車場

子どもハローワーク、忍者修

行、模握庖

げんきフエスタは、予どもだちが主役のおまつりです。 10年目を迎えだ舎

年は、予ども実行委員会ガ学校をテーマ巴し定おばけ屋数迷路を作ります。

その他巴もいろいろな団体ガ集まって、予どもの fやりだい!Jを応援します。

※当日は、天王台駅南口から無料送迎パスを約

40分間隔で運行します。(第1便のみ午前9時

我諌子駅南口発)

主催 あぴこ子どもの文化連絡会、我諌子市子

ども会育成連絡協議会

共催我孫子市教育委員会

園大木ft7139・7066

6月26日旧)午前10聞から午後3時30分

湖北地区公民館、湖北小学校(雨天聞は

屋外の催しを一部変更)

内容右囲み参照

参加費 100円(3歳以下は無料)

※湖北地区公民館には駐車できません。湖北中

学校または湖北高校の駐車場をご利用ください。

日時

場所

ひとりが輝く

外遊びを「するj学童の割4 小学校1年生…56F 95%以上 O幼児期からの運動の必
身体 ロ小学校4年生…40ん 要性を学ぶ機会の充実
活動日頃から活動・運動を心がけ 中学校1年生…51町 O身近な場所で運動がで

ている中・高校生の割合 高校1年生…474 95%以上 きるための環境整備

運動健康のために意識品ド体を動 全体74.4町 O日々 の運動習慣を身に
かしている人の割合1成人) (男74.5%・女均3%) 90%以上 つけるための啓発

休養ストレスを解消できる中高生中学校1年生 561F 9OV以上 Oストレス解消のための
の割合 高校2年生…71.9ゐ 〉 啓発や情報提供

自お品主活T;的ている人(男8説。?YL%)9川上。詰襟支心の相談の

喫煙で病気にかかりやす O喫煙以外のストレス解
喫煙が友ぽす健康影響についくなると思う人の割合 消方法の啓発
て理解した人の割合 肺 が ん…80.6% 。未成年者の喫煙防止や

ぜ ん そ く…63.6% 思春期教育の充実
気 管 支 炎…70.3% 。喫煙が影響する病気や

100% 心 蹟 病…54.3% 受動喫煙についての啓
脳 卒 中…52.2% 発や情報提供
胃かいよう…39.5% 。禁煙希望者への支援の
妊娠への影響…71.7% 充実
歯 周 病…36.1% 。施設の分煙対策の徹底

。適度な飲酒量の啓発
。未成年者の飲酒防止ヘ
の取り組み

40代男…37.9%・女…25.6% 。歯の疾病や歯からおこ
m 歯科疾患が循環器の病気(心切代男…35.9%・女…33.3%40代以上 る身体の疾病を知る機
単内膜炎、動腕化など)に悪印傾 36.1%女 19.7% で 会の提供

影響があると思う人の割合 70代男…27.1%・女…れ3.1%70%以上 O歯科健診の定期的な受
加代男…16.7%・女…21.6% 診の推進

。健(検)診の定期的な受
診の重要性についての

95%以上 啓発
。健診受診後のフォロー
体制の充実

-男女共同参画都市-社会が輝く
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03年度我孫子市バランスシート
(04年3月31日現在)

単位:百万円 mw
年
度
の
バ

一フ
ン
ス
シ
ート

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

(
貸
借
対
照
表
)
は
、
年
度
末
時
点
の
財
務
状

況
を
把
握
す
る
も
の
で
、
市
の
資
産
と
負
債
、
正
味
資
産
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
を
表
す
も
の
で
す
。
我
孫
子
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

特
徴
は
、
他
自
治
体
と
比
べ
、
有
形
固
定
資
産
も
負
債
(
地
方
債
等
)

も
い
ず
れ
も
金
額
が
小
さ
い
こ
と
で
す
。
今
回
は

ω年
度
(
似
年
3

月
剖
日
現
在
)
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
作
成
し
て
い
る
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
l
計
算
書
」
も
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
は
、
行
政
の
ど
の
よ
う
な
目
的
や
性
質
に
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
る
か
を
表
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
は
1
年
間
の
資
金
の

出
入
り
を
表
す
も
の
で
す
。

正
味
資
産
は

8
8
2億
2
5
0
0
万
円
に

ω年
度
末
現
在
の
資
産
合
計
額
は

9
8
6
億
4
5
0
0
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
2
億
5
5
0
0
万
円
増
加
し

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
有
形
固
定
資

産
が
8
6
9
億
5
5
0
0
万
円
(
構

成
比
∞
∞
・
1
%
)
、
投
資
等
が
回
億

2
4
0
0
万
円
(
構
成
比
5
・
7
%
)
、

流
動
資
産
が

ω億
6
6
0
0
万
円

(
構
成
比
6
・
2
%
)
で
す
。

負
債
合
計
は
3
0
4
億
2
0
0
0

万
円
で
、
そ
の
う
ち
固
定
負
債
の
市

債
と
流
動
負
債
の
翌
年
度
償
還
予
定

市
債
額
を
合
わ
せ
た
市
債
合
計
額
は

2
3
8
億
3
4
0
0
万
円
、
退
職
給

与
引
当
金
(
市
職
員
が
将
来
退
職
す

る
時
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
の
現

在
ま
で
の
勤
務
期
間
に
対
応
す
る

額
)
は
臼
億
8
6
0
0
万
円
で
す
。

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正
味

資
産
は
6
8
2
億
2
5
0
0
万
円
と

-ー-

5.500 
0 

5.500 

8.547 
1.843 
5.100 

0 
379 
22 

41.362 
938 

28.754 
10 

86.955 
(25.959) 

衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他

合計・@
(うち土地)

投資等
投資および出資金
貨付金
基金

(
貸
借
対
照
表
)
な
一ど
を
公
表

03年度キャッシュフロー計算書
(03年4月1日-04年3月31日)

単位:百万円

l 侃嗣l活i動責主Z二二了
市税 16.988 
地方突付税 1.478 
国庫(県)支出金 3.015 
使用料・手数料 73ワ
分担金・負担金等 22ワ
市債発行額 2.971 
諸収入 15ワ
その他収入 2.740 
収入合計 28.313 
人件費 _ 9.416 
物件費 一一一 5.653 
扶助費 2.899 
補助費等 1.594 
公債利子 616 
繰出金 2.958 
その他支出 310 
支出合計 23，446 
行政活掛から得た資金 4.867 

軍軍蓋藍蚕豆
国庫(県)支出金 202 
市債発行額 650 
その他建設資金収入 116 
収入合計 968 
普通建設事業費 3.259 
支出合計 3.259 
建設活動に使用した資金ー2.291
1 悶理乱宮町資豆L一一」
分担金・負担金・寄附金 399 
その他財務資金収入 1ワ
収入合計 416 
投資および出資金、貸付金 210 
基金積立額 840 
市債償還額 2.093 
支出合計 3.143 
財務活動に使用した資金ー2.727
歳計現金減少額 -151 
期首歳計現金 1.527 
期末歳計現金 1.376 

な
り
ま
し
た
。
(
左
上
き

ス

的
・
給
付
サ
ー
ビ
ス
の

「
コ
ス
ト
と
収
入

l

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
(
左
下
表
)

は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
表
さ
れ
る

資
産
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
行

政
活
動
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
扶
助
費

・
補
助
金
の
よ
う
な
給
付
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
コ
ス
ト
(
資
源
の
消
費
)

と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
収
入
を
表
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ス
ト
に
は
現

金
の
支
出
だ
け
で
は
な
く
、
減
価
償

却
費
や
退
職
給
与
引
当
金
な
ど
現
金

の
支
出
を
伴
わ
な
い
コ
ス
ト
も
含
ま

10.418 

98，645 

1.402 

56.405 

68.225 

一般財源等・・①

れ
ま
す
。
一
方
、
市
債
の
償
還
額

(
公
債
利
子
等
を
除
く
公
債
費
)
や

施
設
・
設
備
の
建
設
費
(
普
通
建
設

事
業
費
)
は
除
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

我
孫
子
市
の
行
政
コ
ス
ト
を
行
政

目
的
別
に
み
る
と
、
扶
助
費
や
繰
出

金
が
多
い
高
齢
者
・
子
ど
も
の
福
祉

な
ど
の
民
生
費
が
初
億
3
5
0
0
万

円
で
全
体
の
却
・
1
%
を
し
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
総
務
費
が
必
億
円

(
構
成
比
凶
・
1
%
)
、
土
木
費
が
必

億
2
5
0
0
万
円
(
構
成
比
日
・
8

%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ω年
度
資
金
の
入
出
状
況

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
I
計
算
書
(
右

表
)
は
、
1
年
間
の
資
金
の
出
入
り

を
表
し
、
行
政
活
動
、
建
設
活
動
、

財
務
活
動
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

行
政
活
動
資
金
で
は
、
日
常
の
行

03年度行政コスト計算書
(03年4月1日-04年3月31日)

単位 :百万円

政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
支
出
で
あ
る

職
員
の
給
料
(
人
件
費
)
や
物
品
の

購
入
(
物
件
費
)
な
ど
の
支
出
と
、

市
民
か
ら
の
税
金
(
税
収
)
や
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
収
入
(
交

付
金
)
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
差
し

引
き
で
必
億
6
7
0
0
万
円
の
資
金

の
流
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
活
動
資
金
で
は
、
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
の
建
設
に
使
っ
た
支

出
(
有
形
固
定
資
産
の
取
得
)
と
、

そ
の
補
助
と
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
た
収
入
(
国
・
県
支
出
金
)
が

計
上
さ
れ
、
支
出
が
辺
億
9
1
0
0

万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分

は
、
行
政
活
動
で
得
た
資
金
を
建
設

活
動
に
充
て
て
い
ま
す
。

財
務
活
動
資
金
は
、
主
に
市
債
に

関
す
る
支
出
と
基
金
か
ら
の
収
入
を

表
し
て
い
ま
す
。
建
設
活
動
を
行
つ

コ ス ト 収 入
議会費 367 使用料・ 1，578 
総務費 4，300 手数料等

民生費 8，035 固・県支出金 3，125 
衛生費 3，108 

労働費 134 一般財源 21，134 

農林水産業費 326 
収入合計② 25，837 

正(県味)資産国庫商工費 148 ( 支出金 439 
土木費 4，225 償却額③

消防費 1，461 

教育費 3，895 期首一般財源等 56，828 

公債利子 616 差引
その他費用 84 (②ー①+③) -423 

コス卜合計① 26，699期末一般財源等 56，405 

た
残
り
の
資
金
に
手
持
ち
の
資
金
を

加
え
て
、
市
債
の
返
済
に
充
て
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

-
年
前
と
比
較
し
て
、
資
金
は
1

億
5
1
0
0
万
円
減
り
ま
し
た
。

圃
財
政
担
率
一
・
内
線
2
2
0

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

作

成

に

あ

た

っ

て

O
今
回
お
知
ら
せ
す
る
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
国
が
示
し
た
基

準
に
基
づ
き
作
成
し
た
も
の
で
、

基
礎
数
値
は

ω年
度
以
降
の
統

計
デ
l
タ
を
用
い
て
い
ま
す
。

決
算
デ
l
タ
は
、
一
般
会
計
や

特
別
会
計
の
範
囲
が
地
方
公
共

団
体
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
共
通

の
基
準
で
調
整
し
た

「普
通
会

計
」
を
基
準
に
し
て
い
ま
す

0

0
有
形
里
安
産
は
、
そ
の
年

度
に
整
備
し
た
学
校
や
道
路
な

ど
の
建
設
費
や
土
地
取
得
費
を

そ
の
ま
ま
取
得
価
格
と
し
て
い

ま
す
。

。
道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
の

土
地
以
外
の
有
形
固
定
資
産
は
、

一
定
の
基
準
で
減
価
償
却
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
施

設
に
充
て
ら
れ
た
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
な
ど
も
同
様
に
減
価

償
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

チャイルドシートを貸し出しシートベILト着岡の徹底を1
【乗車中の事故から乳幼児を守りましょう】

行政連絡所に用意)と保護者(運転者)の免許

証のコピーを、利用を希望する日の1週間(閉

庁日の場合は翌平日)までに斐通整情諜に提出

圏実通整備諜・内線330

V貸出料金
期間 乳児用 幼児用

1カ月 1，260円 1β90円

2カ月 1，470円 2，100円

3カ月 1，680円 2，310円

4カ月 1β90円 2，520円

5カ月 2，100円 2，730円

6カ月 2，310円 2，940円

市では、乳幼児を突通事故から守るため、チャ

イルドシートの貸し出しを行っています。タイ

プは乳児用(新生児から6カ月くらい)と幼児

用(6カ月児から4歳くらい)の2種類があり

ます。

対象 市内に住所を有する6歳未満の乳幼児の

保護者

貨出期間・貨出料金右表参照

貨出日 毎週~.木曜日(祝日と 12 月 30 日か

ら1月4日は除く)

申し込み 必要事項を明記した申請書(斐通整

情謀、保健センター、各行政サービスセンター、

【千葉県は全国ワースト3位 E
04年の千葉県内の突通事故死者数は332人と全国でワース卜3位で

した。その中でも四輪乗車中例措117人中75人の6割強(64.1%(前

年は57.9%))がシートペル卜を着用していませんでした。着用してい

れば多くの命力明かったはずです。

車に乗車したら、エンジン始動前にシートペル卜の着用を運転手は

もちろん同乗者にも必ず習慣づけましょう。

千葉県では6月を「シートペル卜とチャイルドシート着用推進強化月

間Jと定め、県下一斉に街頭啓発活動と取り締まりを実施するとともに、
シートぺjレ卜の着用率調査を実施します。

圃我孫子警察署ft7182・0110、突通整備謀・内線330

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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開催場所開催予定日

7月31日~
8月28日
7月31日(同
8月5日
-7日

8月7日(同

市民会館

【平和祈念文集作成のための原稿を募集】

9月19日脚市民会館

戦後60周年のこの年に、薄れゆく戦中・戦後の貴

重な体験や平和への思いを次世代に伝え、平和の大

切さを改めて共有するため、平和祈念文集を作成し

ます。

①市民の戦中・戦後体験、平和への思い

テーマ 次世代に伝えたい戦中の体験、戦後の苦労、

戦争と加害、平和について思うことなど

応募資格 我課子市に在住、在学の方

応募字数 400字詰め原稿用紙5枚(ワープロの場

合はA4判の用紙で2000字〉以内。
※写真やイラストなどの参考資料があれば添付して

ください。その他、できるだけ体験された時期(年

月)を入れてください。

※筆記ができない方は、聞き取りボランティアが聞

き取ります。企画調整担当までお間合わせください。

応募期限 8月31日

②戦争や平和についての感想文、作文

コンサート

世界の紛争地で活動する日本人医師が、ライブ音楽と

大画面の映像・写真、語りを合わせたステージで、貧困
や紛争の中にある子どもたちの姿を紹介します。

日時・場所 7月31日(日)午前 10時30分、午後2時30

分骨演 (2回公演)、市民会館
出演 葉山紀彦さん(ボーカル、ギター、バイオリン

(精神科医。 NGOとして国際医療救援活動を展開))、

石橋優子さん(ピアノ、シンセサイザー)
曲目 Stage on Earth、アメージング・グレースほか
入燭料 500円(市内在住・在学の小中学生は無料、市

内の学校に通学する方は学校ヘ申し込み。市外の学校に

通学する方は、企画調整担当へお間合わせください)
入場券販売所 市民会館内売庖ひろがり、荒井書居、ミ

リオン楽器我諌子庖、東京事務器、写真のおちあい、企

画調整担当(市役所本庁2階)

「地球のステージj10月15日出

湖北地区
10月22日出公民館

調整中調整中

8月15日
-28日

手間公園(平
和のI~綿嗣 8月20日出

アビスタ 8月20日出
8月27出・
28日(同

市民プラザ 9月25日(同

アビスタ

市民会館

V我孫子市主催事業

事業名

戦争に関する資料の展示

コンサート 1地球のステージjの公演
市内中学生の広島市平和記念式典
への派遣

映画「父と暮らせばjの上映
中学生、高校生、戦争体験者など
によるリレートーク
広島市平和配念式典出席者による発表会
紛争固における市民の暮らしをテ
ーマとした講演会
戦争に関する手記などの朗読会

平和祈念コンサー卜

大戦当時の食の再現

朗読劇Iこの子たちの劃の中学較での錦
戦争体験者による学技での講演会

平和に関するビデオの学技での上映

平和祈念文集の発行

V連携事業

戦争に関する写真展

平和祈念式典

朗麓劇「この子たちの夏Jの公演
ミュージカル「バレンタインドリ
ームJの公演
平和をテーマに I国際交漬スピーチ大会l

テーマ 我孫子市の戦後60周年記念平和事業のイペ
ン卜を題材にした感想文、戦争体験者の話を聞いて

思うこと、日最平和について思うこと、将来どのよ

うに平和を築いてゆくかなど
応募資格 市内に在住、在学の小学生、中学生、高

校生

応募字数 400字詰め原稿用紙3枚(ワープロの場

合はA4判の用紙で1200字)以内
応募期限 10月31日

応募方法①、①いずれも、郵送かEメールで、 「平

和祈念文集応募J、住所、館、生年月日、寵番

号、学校名・学年を明記し、〒270・1192市役所企
画調整担当(住所省略可)Eメー)[11くiIくaku@city.
abilくo.chiba.jpヘ
※フロッピーディスク、 CD-Rを郵送する場合と、
Eメールの場合は、ワープロのソフト名を明記し、
添付資料がある場合は、 「写真O枚Jなどのメモと
一緒に郵送してください。

※応募された原稿は、返却しません。

※提出していただいた写真イラスト、フロッピー

ディスク、 CD-Rなどは返却します。

※紙面の都合により、祈念文集に掲詣できない場合

があります。

平和を願い、平和を呼びかける気持ちを音楽で表現し、

聞く人と一緒に平和を考える「平和祈念コンサー卜J
(10月22日湖北地区公民館で開催)です。
応募資格 「平和Jをテーマに10分間、独唱、独奏、合

唱、楽器演奏などができる市内に在住・在学の個人、市

内の学校、市内に活動拠点があるグループ・団体、先着

20団体(個人含む)
応募方法 ハガキ、ファクス、 Eメールのいずれかで、住
所、建客(団体の場合は代表者)、電話番号、ジャンル、

曲名を明示し、 7月15日必着で〒270・1192市役所企画
調整担当(住所省略可)剛7183-0066、Eメールkikaku

@city.abilくo.chiba.jpヘ

戦中・戦後の体験記を書きたいが筆記が困難な方のた

めに、聞き取りを行いお聞きした話をまとめる作業です。

応募資格我孫子市に在住、在学の方

応募方法 ハガキ、ファクス、 Eメールのいずれかで住
所、謀容年齢、電話番号、学校名学年(在学者)を

明示し、 8月31日必着で270・1192市役所企画調整担当
(住所省略可)剛7183・0066、Eメールkikaku@city.a

bilくo.chiba.jpヘ
※応募者は、説明会に参加していただきます。
※件数により、ボランティアをお願いできない場合があります。

戦争を知る世代から戦争を知らない世代に、戦争の

事実を伝えることで、たくさんの人に平和について考

えていただくため、戦争下の子どもたちの写真をはじ

め、戦争の記録や資料などの展示を行います。

資料をお費しいただける方は、企画調整担当ヘご連

絡ください。

写

対象 1930年績から1950年頃に撮影された子ども

が写っている写真とその写真の説明書き(撮影年月
日、撮影場所、写っている人の年齢・氏名・当時の

住所、何をしているか、一緒に写っている人、撮彰

者など分かる範囲で)。

戦争中の資料や品々の
現物または再現した物

対象 婦人会たすき、奉公袋、千人針、手紙、防空

齢、国旗、召集令状、木銃子どもの遊び道具な

どの現物または再現した物(再現可能な物品の情報

だけでも可。特に、子どもに関する資料の提供をお

願いします)
※資料は、展示期間終了後、お返しします。また、展

示スペース繍合上、展示できない場合があります。

応募期限 7月1日

真

ζ剃踊ceeぃ

保
険
税
は
納
期
限
肉
に
締
め
ま
し
ょ
う

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 

国

民

健

康

保

院

を

支
え
る
の
は
あ
な
た
で
す

国
民
健
康
保
険

(国
保
)
は

、

加

別

途
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

入
者
が
保
険
税
を
負
担
し
あ
う
こ
と

詳
し
く
は
、
介
護
支
援
課
に
お
問
い

に
よ
り
、
万
が
一
病
気
や
け
が
を
し
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
時
に
、

医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
。
保
険
税
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座

こ
と
で
、
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
据
嘗
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
相
互
扶

助

口

座

振

替
に
す
れ
ば
、

指
定
口
座

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
翌

保
険
税
の
納
税
通
知
書
は、

6
月
年
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

口
日
に
、
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
は
簡
単
で
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
、

す
の
で
、
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
預
貯
金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
お
持

し
よ
う
。

ち
の
h
?ぇ
、
左
表
の
金
融
機
関
で
簡

。
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
弁
法
は
、
。
国
保
財
政
は
ピ
ン
チ
で
す

左
図
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
被
保
険

な
お
、
介
護
分
の
対
象
に
な
る
の
者
か
ら
納
め
ら
れ
る
保
険
税
、
国
庫

は、

ω歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
で
す
支
出
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が、

ω歳
以
上
回
歳
未
満
の
方
(
介
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

護
保
険
の
第
2
号
被
保
険
者
)
は

、

療

養
費
、
高
額
療
養
費
の
増
加
な

国
保
の
医
療
保
険
分
(
医
療
分
)
と

ど

年

々
支
出
が
増
え
、
そ
れ
を
支
え

介
護
保
険
分

(介
護
分
)
を
合
計
し
る
保
険
税
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

た
額
を
国
保
の
保
険
税
と
し
て
納
め
運
動
、
栄
養
、
休
養
な
ど
、
健
康

ま
す
。

づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

日
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 

+ 

。国民健康保険税はこうして決められます息 所得 輔 均糊額

=1(喝移管?卜|噌!淑
平等割額

I ~世帯につき
16，800円

※賦課限度績は家拐円自 所得割額 均等棚

= I(空詩銭酸類等 +1 鐸矯i~梨絵
| Xl.3% I I満の方)X12.000円
※年度途中で'.QIになった方には税糊変更通知を送付します
※賦課限度額は8万円

。年齢によって保険税が異なります
040歳未満の方………………・医療分のみ
040歳から65歳未満の方………・医療分+介隆分
065歳以上の方………………・医療分のみ

V口座振替金融機関一覧

|千葉・東京三菱・京葉・千葉興業・UFJ・三井住友・
銀行|

|常陽・関東つくば・みずほ・りそな・茨城
信用金庫|千葉・東京ベイ・水戸
その他|東葛ふたぱ農業協同組合・郵便局
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2004年度

情報公開制度と
個人情報保護制度の

実施状況

-ー-
情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
市
が
保
有
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
す
る
も

の
で
す
。
倒
年
ロ
月
か
ら
は
、
行
政

へ
の
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
、
市

の
会
議
を
公
開
に
し
、
誰
で
も
傍
聴

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が
保

有
す
る
個
人
情
報
を
よ
り
厳
格
に
取

り
扱
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
、
自

t1 

己
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
情
報
の
公
開
等
の
請
求
状
況

倒
年
度
の
情
報
の
公
開
請
求
は
四

件
で
、
そ
の
う
ち
1
件
は
取
り
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
請
求
の
主
な
内
容
と

請
求
に
対
す
る
決
定
状
況
は
表
1
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
「
非
公
開
・

部
分
公
開
」
の
決
定
に

対
す
る
不
服
申
し
立
て

が
2
件
あ
り
、
い
ず
れ

も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
な

ど
の
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

。
会
植
の
公
開

会
議
の
公
開
状
況
は

表
2
の
と
お
り
で
す
。

公
開
さ
れ
た
会
議
の

h2り
、
傍
聴
人
に
発
言

の
機
会
を
設
け
た
会
議

は
引
回
、
傍
聴
人
は
認
人
で
そ
の
う

ち
発
一
冨
を
し
た
人
は
9
人
で
し
た
。

@
情
報
の
公
闘
を
求
め
る
と
き
は

情
報
公
開
の
請
求
は
、
情
報
公
開

総
合
窓
口
(
市
役
所
本
庁
1
階
市
民

ホ
I
ル
わ
き
)
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
水
道
局
、

消
防
本
部
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
本

人
の
情
報
の
開
示
請
求
を
す
る
場
合

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
で
あ

る
と
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

公
開
さ
れ
た
情
報
の
閲
覧
・
視
聴

は
無
料
で
す
が
、
写
し
(
コ
ピ

I
)

の
交
付
は
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

圃
広
報
室
・
内
線
2
6
8

鵡醐 情報の内容 件数 決定状況公開できな同軸

開発行為許可申請に
6 

公開・ 個人に関する
関する情報 部分公開情報
市内建築物の住民説

2 公開 一明会に関する情報
市発注の業務委託の

2 公開 一入札結果と契約内容
宅地開発に関する庁

2 
非公開・ 個人に関する

内検討情報 部分公開情報
市長

地方裁判所からの照 個人に関する
会情報

部分公開
情報

市とJR聞の負担金
公開 一等を含む協定書

公募委員の選考結果 部分公開個人に関する情報

土壌汚染に関する審
公開 一査報告書

会議録 公開 一

V表1請求の主な内容と決定状況

怠

謹
宅
.8気
軽
巴
副
聞
で
き

つ
く
し
野
多
目
的
運
動
広
場
整
備
計
画
策
定
委
員
会
が
報
告

「
つ
く
し
野
多
目
的
運
動
広
場
整
備

計
画
策
定
委
員
会
報
告
書
(
提

言
)
」
が
、

5
月
日
日
、
同
策
定
委

員
会
の
武
者
小
路
邦
彦
委
員
長
か
ら

福
嶋
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
写
真
)
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同
室
委
員
会
は
、
地
元
住
民
代

表
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
代
表
、
市

職
員
で
構
成
さ
れ
、
つ
く
し
野
多
目

的
運
動
広
場
の
活
用
方
法
を
検
討
す

る
た
め
、

ω年
8
月
に
発
足
。

6
回

の
委
員
会
を
開
催
し
て
、
報
告
書
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
芝
生
の
広
場
・
ウ

オ
l
キ
ン
グ
コ
l
ス
・
多
目
的
ス
ポ

ー
ツ
コ

I
ト
な
ど
の
屋
外
施
設
と
、

多
目
的
ル
l
ム
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
な
ど
の
屋
内
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
報
告
書
(
提
言
)
を
も
と

に
、
運
動
広
場
の
整
備
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

圃
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5

5
 

消防団の役員
分 団¥長を紹介

• 

市
内
に
は
、

1
団
本
部
に
6
方
面

隊
幻
分
団
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
住
む
街
は
、
自
分

た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神
の

も
と
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
各
消
防
機
具
庫
を
拠
点
に
活
動

集
積
所
巴
出
さ
れ
定
資
源
物
の

持
ち
去
り
防
止
巴
ご
協
力
を

ワ
月

t
日
か
ら
資
源
物
の
持
ち
去
り
を
禁
止

最
近
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
市

の
回
収
指
定
業
者
以
外
の
者
が
、
ご

み
・
資
掃
の
集
彊
附
に
出
さ
れ
た
新

聞
な
ど
の
資
源
を
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

で
持
ち
去
る
行
為
が
頻
繁
に
起
き
て

い
ま
す
。

集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
調
は
、
市

が
回
収
す
る
こ
と
を
前
提
に
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。

。
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
を
改
正

市
で
は
、
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例

を
改
正
し
、

7
月
1
日
か
ら
、
ご
み

の
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
の
持
ち

去
り
を
禁
止
し
ま
し
た
。

改
正
後
の
条
例
で
は
、
集
積
所
に

出
さ
れ
た
「
資
源
物
」
の
所
有
権
は

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
い
ざ
災
害
が
発
生
す
る
と
、

消
防
職
員
と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て

市
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
市
の
指

定
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
資
源
の
持

ち
去
り
を
禁
止
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
指
定
業
者
以
外
の
者

の
資
揮
の
持
ち
去
り
に
は
、
禁
止
命

令
し
、
違
反
し
た
場
合
は
却
万
円
以

下
の
罰
金
を
科
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
源

物
の
持
ち
去
り
を
防
止
す
る
た
め
、

集
彊
附
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま

す。
資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
見
か

け
た
と
き
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
消
防
団
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
市
内
在
住
の
回
歳
以
上
の
男

女
で
健
康
な
方

圃
嘗
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0

唱
ム

職 名 氏 名 住所 主な受け持ち区域

団 長 飯田和行 緑ト4・9 一
副団 長 大星久雄 栄19・3 一

~ 豊嶋将幸 日秀101-26 一
~ 飯尾利雄 布佐2014 一

第1方面隊長 平久保久仁失 栄18・8 第1-4分団
第2方面隊長 岡田信之 高野山新田211 第5-7分団
第3方面隊長 坂本 忠 我孫子1673・30第8-10分団
第4方面隊長 吉田喜一郎 中峠1508・1 第11-13分団

第5方面隊長 田口寿美雄 新木1904 第14-17分団
第6方面隊長 杉山正雄 布佐3265・7 第18-21分団
第1分団長 鈴木 等 本町3-4-8 本町、我孫子、白山
第2分団長 内藤勝信 寿2-9・28 栄、寿、並木
第3分団長 寺田靖浩 並木5・5・9 柴崎、柴崎台
第4分団長 原田徹也 青山台4・21・10青山、青山台
第5分団長 小池 斉 下ケ戸1826・8下ケ戸、天王台
第6分団長 染谷 武 中峠1816・1 開発戸、都部
第7分団長 成毛裕司 高野山592 高野山、天王台
第8分団長 鹿内昭男 船戸3・5・1 根戸、台田、船戸
第9分団長 石山和広 久寺家216 久寺家、つくし野
第10分団長 中野義明 布施2713 久寺家、布施
第11分団長 深山輝美 中峠台14-17 中峠、湖北台
第12分団長 星野保則 中峠1304 中峠
第13分団長 石井典男 中峠1778・6 中里、湖北台
第14分団長 深山 博 古戸606・1 古戸、中峠
第15分団長 桜井固浩 日秀96・13 日秀、日秀新田
第16分団長 田口 忠 新木2545 新木、日秀
第17分団長 田口 計 新木1560 新木、新木野
第18分団長 志水幸一 布佐902・4 布佐、江蔵地
第19分団長 藤原和明 浅間前新田6ら2布佐平和台
第20分団長 梶山嘉則 布佐2766・7 布佐、布佐1丁目

第21分団長 高橋直樹 緑1・6・34-103布佐、都、布佐酉町

問意を伊

注意報発令中は屋外での激しい運動を避けましょう

ご数きびきびとした動きをご覧ください

遺夫会満開• 満開園
できるだけ避けてください。

光化学スモッグの影響で、自がチカチ

力したり、のどが痛んだり、頭痛がした

りすることがあります。症状の軽い場合

は、洗眼うがいなどの応急手当てをし

安静にしてください。症状が重い場合は、

医師の診察を受けましよう。

光化学スモッグの原因となる窒素酸化

物の排出を削減するため、草の運転はで

きるだけ控えるようにしてください。

固手賀沼諜・内線569

千葉県では、毎年4月から10月にかけ

て光化学スモッグを常時監視しています。

市では「光化学スモッグ注意報Jが発

令された場合、防災行政無線で一斉に放

送するほか、近隣センターや行政サービ

スセンターなどに発令板を掲示して、市

民の皆さんにお知らせします。

光化学スモ、ソグは、 6月から9月の夏

場を中心lこ、晴天で気温が高く風の弱い

日に発生しやすくなります。注意報が発

令されたときは、屋外での激しい運動は、

‘
迅
速
怠
消
火
活
動
巴
そ
怠
え
て

日時・場所 6月26日(日)午前7時45分

から正午、五本松運動広場(雨天実施)

固消防本部警防諜O7181・7701(当

日はO7184・0119)

操法大会は、市内21の消防分団が日

ごろの訓練の成果を発揮する場です。

各分団は、 「いざ火災Jという時に迅

速・的確に消火活動が行えるよう、消防

資機材の操作なとを訓親しています。大

会では、その正確さや閏聞を競います。

消防団のきびきびとした動きを、せて〉

一度ご覧ください。(観賞無料)

なお、この大会で優勝した分固には、

東葛飾支部大会をへて県大会、全国大会

への道力潤かれています。

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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よ
み
が
え
る
手
賀
沼
、

日
時
・
場
所
叩
月
初
日
冊
午
前
日

時
柏
ふ
る
さ
と
公
園
ス
タ
ー
ト
(
雨

天
実
施
)

種
目

ハ
I
フ
マ
ラ
ソ
ン
(
幻
・

0

9
7
5
M
)
 

参
加
資
格
四
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
2
時
間
却

分
以
内
で
完
走
で
き
る
方

.、
司，.; • (5) 2005引 6

. ìti ~ 思

お~~@

畠近なとり

さ
わ
や
か
巴
走
ろ
う

{各
員
先
着
8
0
0
0
人
(
参
加
費

接
込
日
付
順
)

参
加
費

3
5
0
0
円

大
会
要
項
配
布
場
所
市
役
所
、
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
行
政
連

絡
所
、
教
育
委
員
会
、
市
民
体
育
館

申
し
込
み
大
会
要
項
に
添
付
の
振

替
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

C

ラ
ン
テ
ス
(
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
の
支
拡
い
)
は
7
月
却
日

必
着
で
、
郵
便
振
替
は
7
月
お
日
消

印
有
効
で
参
加
費
を
振
り
込
み

圃
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト

リ
ー
セ
ン
タ
ー
告
白
・

3
7
1
4
・

7
9
2
4
(平
日
の
午
前
日
時
か
ら

午
後
5
時
)

手賀沼エコマラソン
ボランティアを募集
対象我孫子市柏市在住で、責任を持っ

て業務を遂行できる健康な 18歳以上の

方(大会当日午前6時30分から午後3

時30分まで参加でき、 10月2日間.16 

日間午後1時30分から3時30分のい

ずれかの打ち合せに出席できる方)

申し込み ハガキに、郵便番号、住所、

氏名、電話番号、性別、年齢、 「ボランティ

ア希望Jと明記し、6月30日必着で〒277・

0004柏市柏下73柏市中央体育館内手

賀沼工コマラソン実行委員会事務局ヘ

圃同実行委員会事務局ft7167・8345

(カッコウ目カッコウ科)

そ
の
名
の
と
お
り

「
カ
ッ
コ
ウ
・

カ
ッ
コ
ウ
」
と
特
徴
の
あ
る
声
で
鳴

く
烏
で
す
。
日
本
に
は
夏
鳥
と
し
て

渡
来
し
、
我
孫
子
で
は
利
根
川
沿
い

の
ヨ
シ
原
近
く
で
み
ら
れ
ま
す
。
姿

は
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
も
声
で
す
ぐ

に
カ
ッ
コ
ウ
と
わ
か
り
ま
す
。

主
に
見
虫
を
食
べ
、
他
の
烏
が
見

向
き
も
し
な
い
毛
虫
も
好
ん
で
食
べ

ま
す
。カ

ッ
コ
ウ
に
は
托
卵
(
た
く
ら

ん
)
と
い
う
習
性
が
あ
り
ま
す
。

托
卵
は
自
分
で
は
巣
を
作
ら
ず

他
の
種
類
の
烏
の
巣
に
卵
を
産
み
、

卵
や
ヒ
ナ
の
世
話
を
そ
の
巣
の
親

に
そ
の
い
っ
さ
い
を
ま
か
せ
て
し

ま
う
習
性
で
す
。
カ
ッ
コ
ウ
の
托

卵
相
手
と
し
て
は
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

の
ほ
か
、
モ
ズ
、

オ
ナ
ガ
な
ど
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
コ
ウ
の
ヒ
ナ

は
他
の
卵
よ
り
早

く
騨
化
(
ふ
か
)

し
、
他
の
卵
や
ヒ

ナ
を
背
中
に
乗
せ

て
外
に
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。

顎諏訪哲夫さん(鳥の博物館友の会会員)
文塩田いづみ(鳥の博物館学芸員)

車
息注7

...，ξ 

も国

夏
は
攻
撃
性
が
高
ま
る
季
節

ハ
チ
は
、
春
先
か
ら
秋
に
か
け
て

活
発
に
活
動
し
、

8
月
と

9
月
は
攻

撃
性
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

に
庭
木
の
枝
切
り
や
水
や
り
、
農
作

業
な
ど
を
行

2
き
は
、
近
く
に
ハ

チ
の
巣
が
な
い
か
確
認
し
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ
チ
や
巣
に

い
た
ず
ら
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ハ
チ
は
益
虫

lu

ハ
チ
は
、
人
を
刺
す
の
で
害
虫
と

恩
い
が
ち
で
す
が
、
庭
の
木
や
草
、

畑
な
ど
の
害
虫
を
食
べ
た
り
、
花
の烏

の
博
物
館
で
体
験
学
習

。
フ
ロ
ヌ
ス
ハ
γ
汐
?
と
一
遊
ぼ
一
コ

4
・e

身
近
な
材
料
で
簡
単
に
遊
べ
、
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
工
作
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

6
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
週
替
わ
り

で
行
い
ま
す
の
で
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。

日
時

・
内
容
下
表
参
照

場
所
烏
の
博
物
館

参
加
費
無
料
(
入
館
料
は
一
般
3

0
0
円
、
高
校
・
大
学
生
2
0
0
円
)

※
小
・
中
学
生
は
、
土
・
日
昭
日
と

夏
休
み
期
間
中
は
入
館
無
料
で
す
。

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催
・
圃
烏
の
博
物
館
包
7
1
8

5
・
2
2
1
2

応急処置の方法
。刺されたところに針が残っていない

か確認し、残っていたらピンセッ ト

などですぐに取り除きます(ミツバ

チの場合)。

。指輪をしている指を刺されたときは、

指輪をすぐに取り外します。

。刺された部分を指でつまむなどして、

毒をしぼり出します。

。傷口を水道の流水で洗い流し、水で

よく冷やします。

。抗ヒマ3ン剤の入つた虫刺され薬

などの鞍膏を塗ります。

※「おしつこをかけるJiアンモニア水

をつけるJなどは効果はありません。

受
粉
を
助
け
た
り
す
る
益
虫
で
す
。

身
近
な
場
所
に
巣
を
作
ら
れ
た
場

合
は
早
め
の
駆
除
が
必
要
で
す
が
、

生
活
に
支
障
が
な
い
所
で
あ
れ
ば
、

そ
っ
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

刺
さ
れ
た
と
き
は

l
】

人
に
よ
っ
て
は
、
刺
さ
れ
て
か
ら

1
時
間
以
内
に
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
I
と
呼
ば
れ
る
激
し
い

シ
ョ
ッ
ク
反
応
は
、
命
に
か
か
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

「気
分
が
悪
い
」

rう
き

「全
身
が
か
ゆ
い
」「
動
俸
が
す
る
」

③鳥箇を鳴らそう

な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
直
ち
に
医

師
の
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
多
く
の
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
る
と
、
ハ
チ
毒
に
よ
る
急

性
症
状
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
急
処
置
は
右
囲
み
の
と
お
り
で

す
が
、
詳
し
く
は
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
駆
除
は
、
巣
の
あ

る
土
地
を
管
理
し
て
い
る
方
が
専
門

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
5

⑤鳥グライダーを飛ばそう

@傘袋で飛行機を作ろう

!日本脳炎砂参与接種，~自粛勧告l
場合や蚊l調jされやすい環境にあ

る場合などで、保護者が希望し、

効果や副作用の説明を受けて同意

したときは、現行の日本脳炎ワク

チンを接種することができます。

今後、新ワクチンカ潤発されて

接種可能になりましたら、広報や

市ホームページでお知らせします。

※詳しくは厚生労働省ホームペー

ジhttp://www.mhlw.go.jp/

top i cs/2005/05/tp0530・1. 

htmlでご覧になれます。

園 保健センターft7185・1126

厚生労働省は、日本脳炎ワクチ

誌の使用と重症の急性散在幽寄

髄炎 CADEM)との因果関係を

事実上認め、 5月30日付けで全

国の市町村に対し、日本脳炎ワク

チン接種の穫極的勧奨を差し控え

るようにとの勧告を出しました。

市では、市内の委託医療機関を

通じて日本脳炎ワクチン接種を行

っていますが、ワクチンの接種は

控えていただくようお願いします。

ただし、朝鮮半島や台湾、中固

などの日本脳炎流行地ヘ渡航する

大豆の種まさから豆腐作りまで

農業体験・交涜会
大豆の種まきから収穫まで作業を行い、収

穫した大豆で豆腐を手作りしてみませんか。

日時・蝿所 7月2日出午前9時から正午(雨
天時は7月9日に延期)、市内の農家(鈴木宅
・根戸589)と農地(根戸近隣センター近く)

※以降7月中旬(草取り)、 11月中旬(収穫)、

12月上旬(豆腐作り)の土曜日を予定(全4固)

内容大豆の種まき作業、「あぴこ工コ農産物J
を試食しながらの吏流会

定員先着30人(親子での参加可)

参加費 300円(協議会会員l撫料)

主催あぴこ型 「地産地消J推進協議会
申し込み・固 電話で農政諜ft7185-1481ヘ

滋聞神社〈中峠〉の
祭給によ3交活規制

V 日時と内容 C*は今年からの新メニュー)
内 容 日時

①貝あわせをつくろう* 6月26日(日)
7月2日出・ 23日出、

②バードコールを作ろう* a月13日出

7月3日(日)・ 24日(日)、
8月14日(日)

.， 7月9日出・ 30日出、
④ス トローで竹とんぼを作ろっ 8月20日出

7月10日(日)・ 31日(日)、
8月21日(日)
7月16日出、
8月6日出・ 20日出
7月17日(日)、

①手づくりシャ トルを作ろう 8月7日(日)・ 28日(日)
@紙皿で鳥(ケッツアール)を 6月26日(日)-
作ろう* 8月31日嗣

※時聞は①は午前10時30分から、②"'@は午前 10時
30分からと午後1時30分から(各国30分程度で同内容)

※①の講師は森元夏木さん(鳥の博物館友の会)

6月30日(桐午後2時から8時

浅間神社(中峠 1148)の祭礼に伴い、下

図の区間で突通規制が行われます。

固 坂巻ft7188・8123

・・車両通行止め

←l我孫子水空ライン成田鶴

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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で
か
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て
み
ま
世
ん
か

茶
道
連
盟
茶
会

日
6
月
四
日
岡
山
時
1
日

時

所

湖

北
地
区
公
民
館
席
主
横
山
宗
樹
さ

ん
(
表
千
家
)
、
早
野
宗
津
さ
ん

(
裏
千
家
)
費
二
席
で
1
0
0
0

円
圃
茶
道
連
盟
・
亀
山
宮
7
1
8

3
・
0
6
0
8

.. -

茶逝重盟春の茶会
4月3日?ビスタEて

" 
怠

我
孫
子
東
洋
蘭
友
の
会

「
山
草
展
」

日
6
月
お
日
出
・
お
日
制
9
時

s
u

時
所
市
民
会
館
内
ウ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
、
ア
ワ
チ
ド
リ
ほ
か
費
無
料

圃
我
孫
子
東
洋
蘭
友
の
会
・
秋
坂
官

7
1
8
8
・
2
3
3
9

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
6
月
お
日
岡
山
時
1
ロ
時
却
分

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
主
・

圃
天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

健
康
ま
つ
り

第 1143号

日
6
月
お
日
制
叩
時
1
日
時
所
ア

ピ
ス
タ
内
東
潟
辻
仲
病
院
院
長
・

辻
仲
康
伸
さ
ん
に
よ
る
講
演

「生
活

習
慣
病
お
よ
び
大
腸
の
病
気
」
、
保

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
、

体
脂
肪
、
骨
密
度
ほ
か
)
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
商
品
の
展
示
・
相
談
、
福
祉

作
業
所
に
よ
る
手
作
り
野
菜
・
パ
ン

・
小
物
類
の
販
売
費
無
料
圃
我

孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7

1
8
5
・
5
1
1
7
(側
・
附
・
働

9
時

S
凶
時
)

日
舞
・
新
舞
踊

第
お
回
友
の
会
発
表
会

日
6
月
お
日
制
日
時
開
演
所
市
民

会
館
費
無
料
圃
竹
内
包
7
1
8

8
・
8
9
2
9

「
童
揺
の
日
」
コ
ン
サ
ー
ト

5
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
5

日
7
月
1
日
働
日
時
間
潰
所
天
王

台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
懐
か
し
い

童
謡
の
合
唱
、
新
し
い
童
謡
「
み
ん

な
を
好
き
に
」
(
作
調
・
金
子
み
す
?
、

作
曲
・
中
田
喜
直
)
の
歌
唱
指
導

費
無
料
申
・
圃
我
孫
子
童
謡
を
歌

、
っ
会
・
前
原
告
7
1
8
4
・
6
3
6

1 
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
ベ
ル
テ

オ
ペ
ラ
公
演

目
7
月
3
日
冊
目
時
却
分
開
演
所

ア
ピ

l
ホ
l
ル

内

P
・
マ
ス
カ
l

ニ
作
曲

「友
人
フ
リ
ッ
ツ
」
全
3
幕

(
原
語
上
演
、
字
幕
付
き
)
出
菅

田
真
美
絵
さ
ん
、
脅
地
英
幸
さ
ん
、

小
平
れ
い
子
さ
ん
、
金
子
亮
平
さ
ん

費
前
売
り
券
2
0
0
0
円
(
当
日
券

2
5
0
0
円
)
、
高
校
生
以
下
1
0

0
0
円
(
前
売
り
、
当
日
と
も
に
)

チ
ケ
ッ
ト
販
習
所
松
井
書
庖
(
イ
ト

I
ヨ
I
カ
ド
1
2階
)
、
金
子
主

オ
ペ
ラ
を
上
演
す
る
会
圃
金
子
宮

7
1
8
3
・
0
6
5
4

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ

(
相
駅
前
販
売
会
)

日
7
月
1
日
働
日
時
1
日
時
所
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
2
階
入
口
(
柏
駅
東
口
)

内
生
徒
が
専
門
実
習
で
製
作
し
た
縫

替
問
、
染
め
織
物
、
陶
磁
器
な
ど
の

販
売
圃
千
葉
県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
・
平
野
宮
7
1
4
8
・
0

2
0
0
 

柏
市
民
吹
奏
楽
団

第
お
回
演
奏
会

日
6
月
お
日
冊
目
時
却
分
開
演
所

柏
市
民
文
化
会
館
(
全
席
自
由
)

内
交
響
詩
「
ス
パ
ル
タ
ク
ス
」
、
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
メ

ド
レ
ー
、
ポ
I
ギ
I
と
ベ
ス
ほ
か

出
柏
市
民
吹
奏
楽
団
費
前
売
り
券

4
0
0
円
(
当
日
券
4
5
0
円)、

小
学
生
以
下
無
料
チ
ケ
ッ
ト
販
売

所
伊
藤
・
マ
イ
ス
タ
I
松
戸
庖
(
松

戸
駅
前
)
、
シ
ャ
ー
プ
楽
器
(
流
山

市
江
戸
川
台
)
圃
松
村
宮
7
1
6
9
・

9
5
2
9
 

水
辺
と
森
と
縄
文
人

5
低
湿
地
遺
跡
の
考
古
学
5

日
6
月
U
日
ω
i
7月
担
日
側
9
時

却
分
1
げ
時
所
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
(
佐
倉
市
)
内
最
近
発
見
さ

れ
た
新
潟
県
脅
田
遺
跡
な
ど
、
低
湿

地
で
の
く
ら
し
を
分
か
り
ゃ
す
く
紹

介

費

4
2
0
円
、
高
校
・
大
学
生

2
5
0
円
、
小
・
中
学
生

1
1
0
円

(
出
は
小
・
中
・
高
生
は
入
館
無
料
)

圃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
宮

0
4

3
・
4
8
6
・
0
1
2
3
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ

Z
Gミ
者
宅
看

-
B
E
E
E』・

釦
の
・
】
同
U

第
7
回
東
葛
飾
文
化
祭

-m
県
民
プ
ラ
ザ

日
6
月
日
日
制
j
m
m
日
側
所
き
わ

や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
。
日
日

制

s四
日
側
9
時

sm時
却
分
写
真

展
(
あ
ぴ
こ
美
術
会

)
O
m日
岡
山

時
田
分

i
日
時
叩
分
三
曲
演
奏
(
我

孫
子
市
三
曲
協
会
)
@
お
日
出
ロ
時

却
分

S
U時
バ
レ
エ
(
高
橋
美
代
子

対
・
:
対
象
・
定
員

賓
・
・
・
費
用

創
作
バ
レ
エ
研
究
所

)
Oお
日
冊
目

時
日
分

S
U時
日
分
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

タ
ン
ゴ
バ
ン
ド
演
奏
(
エ
ル
・
ヴ
ィ

エ
ン
ト
)
、
日
時
日
分

i
u時
お
分

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
ダ
ン
ス
(
ヴ

イ
エ
ン
ト
・
デ
・
タ
ン
ゴ
)
、

U
時

お
分
S
H時
田
分
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ラ
ス

(
ル
・
プ
ラ
ン
タ
ン
)
、
日
即
時
却
分

i
M時
田
分
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
演

奏
(
レ
イ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
)
、
打
時

日
分
S
U時
必
分
フ
ラ
ダ
ン
ス
(
メ

ケ
ア
ロ
ハ
)
、

9
時
1
げ
時
囲
碁

大
会
(
我
孫
子
市
囲
碁
連
盟
)
費

無
料
圃
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
宮
7
1
4
0
・
8
6
1
5

穆
一
加
し
て
み
ま
世
ん
か

家
庭
教
育
講
演
会

日
6
月
初
日
同
日
時

1
ロ

時

所

市

民
プ
ラ
ザ
内
「
心
を
育
て
る
親
子

の
触
れ
合
い

i
思
い
や
り
の
あ
る
子

に
育
て
る
に
は

1
」
講
師
中
西
孝

枝
さ
ん
(
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
)

対
2
0
0
入
費
無
料
圃
鈴
木
古

7
1
8
3
・
5
5
9
5

※
無
料
託
児
あ
り
。

実
用
講
座

「
子
ど
も
の
自
律
を
高
め
る
」

日
7
月
2
日
出
U
時
i
M時
所

ア

ピ
ス
タ
内
子
ど
も
の
自
立
に
向
か

っ
て
i
生
き
て
い
く
た
め
に
本
当
に

必
要
な
知
恵
出
金
子
フ
ラ
ン
ク
さ

ん

(
N
P
O法
人
楽
学
生
活
協
会
代

表
理
事
)
対
小
学
高
学
年
1
中
学

生
の
保
護
者
、
子
ど
も
の
自
立
心
を

制

γ」
と
に
関
心
の
あ
る
方
、
初
入

費
8
0
0
円
主
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー

ト

実

行

責

会

聖

宏

7
1
8

4
・
7
7
5
8

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
7
月
M
日
制
8
時
受
け
付
け
(
予

備
日
担
日
側
)
所
利
根
川
河
川
敷

球
場
種
男
子
の
部
(
ロ
チ
I
ム
)
、

女
子
の
部

(
4
チ
l
ム
)

I
ム
5
0
0
0
円

※
7
月
9
日
回
目
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
代
表
者
会
議
を
開
催
。

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
「
市
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
、
チ
ー
ム
名
、
種
目
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

6
月
初
日
必
着
で
一
T
2
7
0
・
1
1

0
8
布
佐
平
和
台
7
の
8
の
5
遠
藤

政
次
官
7
1
8
9
・
1
5
9
2

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

推
進
セ
ミ
ナ
ー

日
6
月
辺
日
制
日
時
却
分

1
時
時

所
ホ
テ
ル
ポ
l
ト
プ
ラ
ザ
ち
ぱ

(
J

R
京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅
前
)
内

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

講
師
北
浦
正
行
さ
ん
(
側
社
会
経
済

生
産
性
本
部
・
社
会
労
働
部
長
)

対
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
、
女

性
労
働
者
、
一
般
県
民
、

1
2
0
人

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
側
幻
世

紀
職
業
財
団
千
葉
事
肇
尉
官
0
4
3

・
2
2
5
・
2
2
9
5
附

0
4
3
・

費
1
チ

2
2
5
・
2
0
8
0

第
お
回

膏
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

日
8
月
3
日
制
1
7
日
倒
4
泊
5
日

所
山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ
ャ

ン
プ
場
内
富
士
登
山
、
野
外
炊
飯
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
対
小
学

4
年
生

1
中
学
生
、
先
着
日
本
人
1

4
0
人
・
外
国
人
4
0
入

費

小

学

生
4
万
5
0
0
0
円
、
中
学
生

4
万

8
0
0
0
円
申
・
圃
参
加
害
(
電

話
で
協
会
に
請
求
)
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え

て
7
月
8
日
必
着
で
側
国
際
脅
少
年

研
修
協
会
宮

ω
・
3
3
5
9
・
8
4

q
L
胃
ム

ぼ
し
ゅ
う

国
勢
調
査
員

市
で
は
、
今
年
目
月
1
日
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
調
査
員

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

持
・
:
持
参

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
に
湖
北
台
、

我
孫
子
、
布
佐
、
根
戸
、
中
峠
地
区

の
調
査
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

資
格
秘
密
を
守
り
、

責
任
を
持
っ
て

業
務
を
行
え
る
却
歳
以
上
の
方
(
税

務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
し
て

い
な
い
方
)
内
9
月
初
旬
S
中
句

・
説
明
会
に
参
加
、

9
月
初
日
ω
i

m月
日
日
鯛
・
調
査
関
係
書
類
の
配

布
と
回
収
、
検
査
、
日
月
ロ
日
制
・

調
査
票
の
提
出
報
酬
約
4
万
5
0

0
0
円
(
約
回
世
帯
程
度
)

※
調
査
世
帯
数
に
よ
り
増
減
あ
り
。

申
指
定
の
受
録
用
紙
(
総
務
課
、
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
行
政
連

絡
所
に
用
意
、
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ

I
ド
も
可
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、

7
月
8
固
ま
で
に
市
役

所
総
務
課
へ
本
人
が
直
接
持
参
圃

総
務
課
統
計
担
当
・
内
線
2
2
9

N
P
O法
人
生
活
支
援
ホ
I
ム・

パ
レ
ッ
ト
職
員
・
パ
I
ト
職
員

勤
務
場
所
パ
レ
ッ
ト
(
布
佐
9
3
4

の
2
)

勤
務
内
容
重
度
心
身
障
害

者
・
知
的
障
害
者
の
日
常
生
活
支
援

(
夜
勤
あ
り
)
資
格
特
に
聞
い
ま

せ
ん
が
、
ヘ
ル
パ

1
2級
以
上
な
お

可
圃
パ
レ
ッ
ト
・
鈴
木
宮
0
9

0
・
9
3
0
6
・
5
3
4
5

放
送
大
学
学
生

募
集
期
間
6
月
日
日
制
i
8月
白
日

附
(
大
学
院
修
士
会
科
生
は
8
月
お

日
同
5
9月
比
日
制
)
内
教
養
学

部
:
・
全
科
履
修
生
・
専
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
、
大
学
院
(
文
化
科
学

研
究
科
)
:
・
修
士
会
科
生
・
修
士
選

科
生
・
修
士
科
目
生
対
句
年
度
第

2
学
期
(
叩
月
入
学
)
入
学
生
、
侃

年
度
大
学
院
修
士
会
科
生
、
学
び
た

い
!
が
入
学
資
格
、
入
学
試
験
な
し

入
学
説
明
会
8
月
6
日
出
U
時
i
、

松
戸
市
民
会
館
圃
放
送
大
学
東
京

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
宮

ω
・
5
2
4

4
・
2
7
6
0
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

宮
吾
、
¥
若
者
宅
-
ロ
ゐ
R
・
R
-号

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

写真展の作品募集都部の谷津J「岡発戸 • 

年齢、電話番号、撮影場所、撮影月、題名を明記した

ものを駐有@デジタルカメラを使用した作品は、

その旨を裏面に明記。合成、加工などの編集がされて

いないものに限ります @撮影時期は聞いません

※昔の谷津の写真をお持ちの方もぜひご鴎ください。

@作品は谷津に関する刊行物などに使用する場合があ

ります

応募方法 7月29日極秘看で〒270・1192市繍手賀

沼諜(住所省略可)ヘ郵送または持参

主催 我弼子市岡発戸・都部谷津ミュージアムの会、

我諌子市

圃手賀沼諜・肉親462、465

間発戸・都部の谷津の風景や、そこに生息する生物な

とを被写体にした写真を募集します。

ご応募いただいた作品は、 8月27日から市民プラザ

で開催する写真展に展示します。奮ってご応募ください。

テーマ 岡発戸・都部の谷津の風薫・生物・植物など

※岡発戸・谷津内の土地は私有地です。稲の作付けなど

も行っていますので絶対に立ち入らないでください。撮

影はハケの道(山際の道)から行ってくださL)0 
規格 カラーワイド判で横判(四つ切りも可)

出晶料無料

応募規定①作品は1人3点まで ②作品は原則として

返却しません@作品の裏面に郵便番号、住所、氏名、

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp匂 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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在
宅
訪
問
歯
科
健
診

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

.. -
日
6
月
お
白
川
W
U
時
却
分
所
水
道

局
4
階
会
議
室
岡
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

6
月
お
日
出
・
お
日
制

市
税
i

国
保
税
特
別
納
税
相
談

平
日
、
仕
事
な
ど
で
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
(
市
県

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
)

と
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
6
月
お
日
出
・

mm
日
側
9
時
1
日即

時
所
収
税
課
(
市
役
所
本
庁
舎
1

階
)
圃
収
税
課
・
内
線
3
4
1
(当

日
は
宮
7
1
8
5
・
1
3
4
9
)

お
よ
び
指
導
)
対
市
内
在
住
で
、

歯
科
医
院
に
通
院
不
可
能
な
臼
歳
以

上
の
在
宅
寝
た
き
り
の
方
、
ま
た
は

介
護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
で
特
定

疾
病
の
方
費
無
料
(
た
だ
し
、
診

査
の
結
果
、
歯
科
治
療
が
必
要
な
場

合
は
、
制
我
孫
子
市
歯
科
医
師
会
員

が
歯
科
診
療
を
行
い
ま
す
の
で
、
健

康
保
険
の
範
囲
内
で
治
療
費
が
か
か

り
ま
す
)
申
・
圃
電
話
で
我
孫
子

市
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

新
木
小
学
校
図
書
室
を

土
曜
日
に
開
放

読
書
や
調
べ
学
習
、
自
由
研
究
な

ど
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
7
月
9
日
か
ら
毎
週
出
(
た
だ
し
、

学
校
行
事
、
年
末
年
始
な
ど
で
利
用

で
き
な
い
日
あ
り
)
9
時
i
v即
時

対
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
(
保
護

者
同
伴
可
)
圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
日
時
叩
月
お
日
冊
目
時
1
ロ
時

受
験
資
格
医
療
、
保
健
、
福
祉
分
野

の
有
資
格
者
で
一
定
期
間
以
上
の
実

務
経
験
の
あ
る
方
申
込
書
配
布
期

市
で
は
、
歯
科
医
院
に
通
院
不
可

能
な
方
に
対
し
、
家
庭
訪
問
に
よ
る

歯
科
健
診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
通
年
所
各
家
庭
内
歯
科
健
康

診
査
、
歯
科
保
健
指
導
(
口
腔
清
掃

命

wgぬ

vp
r

酒
井
理
帆
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
4
カ
月
)

禽
べ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
路

き
れ
禽
い
し
ん
坊
は
お
父
さ
ん
巴

似
定
の
か
し
ら
・
:

高2
塚Z

こ

う

君

幸
輝
ち
ゃ
ん

(
久
寺
家
・

1
歳
3
カ
月
)

ト
マ
ト
と
納
豆
ご
は
ん
が
だ
ー

い
ザ
き
V
あ
姉
ち
ゃ
ん
だ
ち
よ
り

だ
べ
る
か
も
。
負
け
な
い
ぞ
お
!

間
6
月
初
日
同
1
7
月
お
日
働
申

込
書
配
布
場
所
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

県
保
険
指
導
課
、
県
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
介
護
支
援
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
申
込
受
付
期
間
7
月

1
日
働

i
初
日
出
圃
千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
・
社
会
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
宮
0
4
3
・
2
0
4
・
1
6
1

o
m
0
4
3
・
2
4
1
・
5
1
2
1

介
種
保
険
市
民
会
織
を
公
開

介
護
保
険
市
民
会
議
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
介
護
保
険
事
業
の

計
画
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
公
募
の
市
民
委
員
を
は

じ
め
、
学
識
経
験
者
、
保
健
医
療
関

係
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
介
護
保
険
市
民
会
識
を
一
般

に
公
開
し
ま
す
。

日
6
月
初
日
同
U
時
1
日
即
時
所
市

役
所
分
館
内
①
現
状
と
課
題
②
地

域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
計
画
③
介

護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

対
先
着
ロ
人
圃
介
護
支
援
謀
・
内

線
4
1
2

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

日
7
月
日
日
岡
山
時

5
日

時

所

市

役
所
分
館
内
管
理
組
合
の
運
営
全

般
、
長
期
修
繕
計
画
書
作
成
、
大
規

模
修
繕
工
事
の
進
め
方
、
区
分
所
有

法
・
管
理
規
約
な
ど
マ
ン
シ
ョ
ン
に

係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
千
葉
県
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
に
よ
る
個
別
相

談
対
市
内
の
管
理
組
合
、
管
理
者
、

居
住
者
な
ど
、
先
着
ロ
組

(
1
組
1

時
間
)
費
無
料
申
・
圃
電
話
で

住
宅
課
宮
7
1
8
5
・
1
5
4
1

不
周
回
目
情
報

"
回
り
ま
す
"

。
有
料
で

事
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
:
・
吉
田

宮

7
1
8
2
・
9
0
4
3

0
無
料
で

申
木
製
ベ
ッ
ド
:
・
根
尾
包
7
1

6
9
・
8
6
7
1

申
比
イ
ン
チ
テ
レ
ピ
・
:
宮
腰
宮

7
1
8
8
・
9
1
5
0

H
語
っ
て
く
だ
さ
い
H

O
無
料
で

市
鍋
(
高
さ
、
直
径
と
も

m
m

以
上
)
:
・
富
田
宮
7
1
8
7
・

0
6
0
2
 

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動

車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん※
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
ふ
れ

あ
い
工
房
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

圃
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0

このコーナーに掲曹を希望する方は、

広報掲輯依頼書(市役所広報室に用意

または我菰子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲輯希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。
掲寵する内容はイベント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。
圃広報室倉7185・1269

公共施設利用の活動は、優先的に場所が

確保されているものではありません。

-v 
講
演
・
催
し

V
庭
先

(ガ
レ
ー
ジ
)
セ
l
ル

6

月
お
日
回
日
時
i
H
時
。
小
雨
実
施
。

海
津
宅
駐
車
場
(
つ
く
し
野
1
の
勾

の
お
)
。
我
孫
子
市
消
費
者
の
会
・

上
原
告
7
1
8
2
・
5
1
4
6

V
我
孫
子
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
叩
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

6
月

四
日
回
目
時
i
M時
。
近
セ
こ
も
れ

ぴ。

s
p蓄
音
機
鑑
賞
、
手
作
り
ア

ン
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
最
新
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
C
D
コ
ン
サ
ー
ト
。
無
料
。

脇
田
宮
7
1
8
5
・
1
9
6
1

V
き
ら
り
我
孫
子
人
お
話
会

6
月

お
日
制
比
時

1
0
市
民
会
館
。
「
我

孫
子
と
白
樺
派
の
文
人
た
ち
」
講
師

・
渡
辺
貞
夫
さ
ん
(
白
樺
文
学
館
)

0

4
0
0
円
。
あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
・

内
田
宮
0
8
0
・
3
0
9
6
・
0
2

6
3
 

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り

市内交通(人身)事故発生件数 l
(我孫子警察署管内・ 5月gj日現在)

52件
264件
+8件
。人
3人

+2人
64人
311人
ー16人

5月の発生件数
今年の発生件数(1月-)
前年同期比

5月の死者数
今年の死者数
前年同期比

5月の負傷者数
今年の負傷者数
前年同期比

月
3
日
側
天
王
台
駅
南
口
8
時
必
分

集
合
、
午
後
3
時
こ
ろ
解
散
予
定
。

雨
天
中
止
。
滝
前
不
動
、
正
泉
寺
、

常
円
寺
、
無
量
院
ほ
か
。

5
0
0
円。

雨
具
、
室
、
シ
l
ト
持
参
。
山
崎

宮

0
2
9
7
・
円
・

0
3
5
0

会
員
・
仲
間
募
集

7 

V
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会

毎
週
出
U
時
i
。
湖
北
台
東
小
学
校

体
育
館
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練

習。

m
l
m
歳
代
の
方
。
年
3
0
0

0
円
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好

会
・
星
野
宮
7
1
8
7
・
6
7
2
4

V
ワ
イ
ル
ド
キ
ツ
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
ロ
時
叩
分
i
m時
却
分
。
我

孫
子
第
一
小
学
校
体
育
館
。
マ
ッ
ト
、

跳
ぴ
箱
、
鉄
棒
、
縄
跳
び
、
ボ
l
ル

運
動
ほ
か
。
小
学
生
。
入
3
1
5
0

円
、
月
2
1
0
0
円
。
吉
揮
官
7
1

6
9
・
6
9
1
8

V
湖
北
台
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

毎
週

ω口
時
却
分
i
m時
却
分
。
湖

北
台
西
小
学
校
体
育
館
。
マ
ッ
ト
運

動
、
縄
跳
ぴ
、
鉄
棒
ほ
か
。
市
内
小

学
生
、
先
着
却
人
。
月
2
1
0
0
円。

入
3
0
0
0
円
。
年
1
1
5
0
円。

池
田
宮
7
1
6
9
・
3
3
6
1

V
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヴ
ィ
オ
ラ
水
曜
の
会

毎
月
第
4
附
昼
食
を
は
さ
み
3
時
間
。

音
楽
好
き
な
中
年
男
女
の
集
ま
り
。

秋
の
発
表
に
向
け
て
自
主
作
品
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
練
習
中
。
見
学
随
時
。

月
1
0
0
0
円
。
山
崎
宮
7
1
8
8

・
5
5
9
8

根古屋 | 日秀

2戸 I2戸い戸(単)I 1戸 (単)

3DK (6畳・ 13DK(6畳・ l "， v l l'..A[~ 1
6 畳・ 4.5 畳・ 16畳・ 4.5 畳・ 13~ (~畳・ 1Æ3~ (~畳・ 4.5

| |畳・3畳.K)I畳・3畳.K) DK) I DK) I lL'-.llL'f¥JI 

家賃月額|1mo円~|18mo円~|9mo円~|9，mo円~
|56，000円I53，200円I28，印O円I28，5∞円

階数 I 1階 I 3階 I 1階 I 4階

所在地| 中峠2998 I 日秀 132
駐車場| 有 | 無

交通 |湖北駅から徒歩約15分|湖北駅から徒歩約22分

建築年度| 昭和63年 | 昭和47年

※家賃は収入により4段階になっています。
※高齢者・障害者世帯は、基準額により家賃カ唆わることがあ

ります。

※(単)は、単身者の入居力可能です。

V募集内容

.住宅名称.

募集戸数
市営住宅の入居者を募集

間取り
提出書類

。市営住宅入居申込書 O市営住宅入居調書

。入居者全員の住民票(外国人は外国人登録原票記

話事項証明書) (0入居者全員の所得を証明する書類

(学生は学生証の写し)

※申込者の状況により、このほか

にも証明書などを提出していただ

く場合があります。

入居可能日 9月1日附
※落選者は、 1年間または次回募

集まで補欠者として登録されます。

(今回申し込んだ住宅のみ)

圃施設建設諜・内線570

入居資格

次のすべてに該当する方

。市内に在住・在勤の方 O住宅に困窮している方

。市税を滞納していない方 O同居または同居予定

の親族がある方

※単身者は、条件(年齢が50歳

以上ほか)により入居可能

入居資相収入基準(用調

。一般世帯日20万円以下

。高齢者・障害者の世帯..26万

8000円以下

申込書配布・受付期間

6月16日開から?月6日制 Aさき固募集する緩古屋市営住宅

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
に

市
内
各
地
で
ご
み
ゼ
ロ
運
動

ごみのないきれいな街にし

ようと、 5月29日(日)ごみゼ口

運動が市内各地域で行われま

した。

今年は、 125団体、 1万504

2人が参加。道路脇の空き缶拾

いや草刈りに汗を流し、この

日だけで可燃物2万5130旬、

不燃物3190kg、合計で2万83

20kg力也収されました。

小津徹三郎さん、加藤弘ーさん、

田口政治さん、中央学院高等学校が

「さわやかな環境づくり賞Jを受賞

iiiiiii衝をきれいにしたい
努三重古豪E雪
若手7常詰雲号
が。 対 動、 「

憲 君 L喜重三

市長室に興味しんしん
小学3年生が市役所を見学

れ、

5
月
M
日
に
福
嶋
市
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
津
徹
三
郎
さ
ん
写
真
右
2
人
目
)

5
年
前
か
ら
、
手
賀
沼
公
園
か
ら

根
戸
新
田
の
信
号
ま
で
と
、
根
戸
城

跡
付
近
、
我
孫
子
新
田
の
ハ
ケ
の
道 市内7枝の小学3年生が、 5月20日

から6月9日にかけて市役所を見学し

ました。これは 「市役所ってどんな仕

事をしているの?Jという子どもたち
の疑問から、出前講座として毎年行わ
れているものです。

市長室では、 執務机の上の書類に

「いっぱいあるねJとびっくりし、

「市長って何をする人?Jと職員に質

問していました。(写真)

で
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

加
藤
弘

一さ
ん
(
写
真
左
2
人
目
)

消
防
本
部
か
ら
市
役
所
入
口
ま

で
県
道
の
清
掃
を
8
年
間
続
け
、

東
邦
病
院
か
ら
病
院
付
近
の
自
宅

周
辺
ま
で
花
の
植
裁
も
行
っ
て
い

ま
す
。

田
口
政
治
さ
ん

(
写
真
左
端
)

7
年
前
か
ら
松
園
自
治
会
内
と

丘
の
道
、
旧
日
立
精
様
J
R線
路

側
周
辺
で
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収

を
続
け
、
最
近
は
析
官
や
根
戸

掘
尻
北
線
道
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
学
院
高
等
学
校
(
写
真
右
端
)

美
化
委
員
が
中
心
と
な
り
、

8

年
間
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
学
校

周
辺
で
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
回

収
を
続
け
て
い
ま
す
。

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
E
7
1

8
7
・
0
0
1
5

我
孫
子
の
文
化
を
守
り
続
け
て

お
周
年
記
念
「
歌
集
手
賀
沼
短
歌
」
を
発
刊

， 
z 

-az'hfuh町
且
宵

，唾
可
山
吉

'2
4

市内の文化財の保護活動などを行っている 「我孫子の文化を守る会J
(会長・三谷和夫さん)が、 「歌集手賀沼蛾Jを発刊しました。

歌集は同会の創立25周年を記念したもので、既刊 「手賀沼百人一首J
「句集 手賀沼Jに続き3刊目。200人の鴎者の入選作品のほかに、手賀

沼ゆかりの文化人の歌48首が掲載されています。

三谷さんは 「今回の歌集の発刊で、手賀沼を題材にした歌集・句集が3

部になりました。ぜひたくさんの方に詠み親しんでもらいたいですね」と

語っていました。

教集は1部500円で販売。問い合わせは三谷さんft7183・1077ヘ。

J 

5月19日に流山市で開催されたゲートポール大会で、我

孫子市代表として参加した中峠の 「芝原長寿会Jが、準優勝

に輝きました。これは東葛飾地区老人クラブ連合会連絡協議

会力、主催して行われたもので、 44チームが参加しました。

主将の平川訓男さんをはじめメンバーは80歳代が中Ji)。

試合は全勝し、得失点差により優勝こそ逃しましたがその成

績に参加者から暖かい拍手が送られました。

日ごろから、週3日は欠かさず練習。 11月に佐倉市で開
催される千葉県大会に出場します。

芝
慶
長
・寿
会
ガ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
準
優
勝

週
3
日
は
欠
か
さ
ず
練
習

傍旬
竹内旦遺

す線フ星ゆと牡空定
か蔭 Jレ一つの丹よる
しに l つく曇咲子
百ゅケト残りるくの
合りアのしと筑庭笑
外セ甘筑湖波に顔
科ンき波をの久に
病タ音の見裾すし釣
棟 I を明し廻よき呆
にののけ眼の子沼
咲パせ易手の鯉る等五
きス腎し涼轍骨の月
に停葉 し 7 声
けま風 か
りる り

大

森

澄

夫

奥
理
吏
江

川

上

進

也

渋
谷
名
産
子

壁
谷
千
鶴
子

A
尋

岩

夫

小
嶺
佐
知
子

中

台

贋

文芸だより

ナーです。締め切りは、毎月~日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部.

の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

ふ
げ
ん
ダ
、
ヲ

わ
が
植
ゑ
し
普
賢
象
桜
さ
か
り
咲
く
木
に
よ
ぢ
枝
を
背
に
し
て
眺
む
三
谷
和
夫

{評
}

駆
的
一
種
。

一前
み
て
普
賢
象
桜
咲
き
た
る
へ
蹴
設
備
の
遊
べ
」
と
香
か
る

互

に

八

百

畳

敷

と

ふ

大

藤

の

花

房

幾

万

香

り

を

放

つ

東

海

林

帯

和

{評
}

花
の
覇
。
力
強
く
大
藤
を
描
い
た
。
艶
子
を
読
み
入
れ
る
時
は
正
に
計
算
が
不
可
欠
。

は

り

だ

き

き

た

さ

び

水
張
回
に
脅
に
び
い
ろ
の
鷺
が
件
っ
き
の
ふ
の
夢
の
や
う
に
淋
し
い

i
ぉ
久
し
う
布
施
の
弁
天
惑
に
笑
み
を
こ
ぼ
さ
れ
す
見
つ
め
ら
る

i
童
の
友
よ
り
新
緑
へ
誘
は
れ
ま
忘
れ
て
心
的
け
り

!

好

鍛
首
を
も
た
庁
る
ご
と
く
差
し
伸
ば
し
ア
ロ
エ
は
初
の
つ
参
つ
け
ぬ

由
聞
酬

古

事

ど

き

ゃ

う

わ

ら

ち

E
-
R
駅
頭
に
件
ち
て
読
経
な
す
若
き
僧
草
鞍
に
通
す
つ
ま
さ
き
白
し

鰭

附

フ
リ
ル
多
き
ダ
ン
ス
ド
レ
ス
に
つ
つ
ま
れ
て
・
小
忘
の
友
は
践
に
眠
る

内込れいす ツと
外ん、まよケネり
でで小すうキノで 5
、 い 葉。にツボ、月

固まは葉、ネタ花の
のす更Eは茎ノンや下
あ o に 3 やボを果舎句
ぜ草~3 つ葉タ見実=に
な対3つのにンかを
どはに小主毛はけっ手
、40深葉iが、まけ賀

湿セくに 生名した沼
つ ン切 分えがたケの
たチれかて 示 。 キ ほ

t}J辛0/)ネJポタシ
(きんぽうげ科)

石
河
和
子

小
島
順
也

須

田

利

夫

梅
田
啓
子

新
藤
道
子

津

村

阿

星

場
所
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

花
期
は
長
く
、

3
月
か
ら
7
月
頃

ま
で
次
々
に
咲
き
ま
す
の
で
、
艇
に

巣
実
が
で
き
た
も
の
も
あ
り
、
花
と

果
実
を
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

お

す
。
花
弁
は
黄
色
で
5
枚
、
雄
し
べ

と
船
し
ベ
は
多
数
あ
り
ま
す
。

こ
ん
ぺ
い
ル
X
J

花
後
に
は
金
平
糖
の
よ
う
な
果
実

が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
さ
な
果

実
が
沢
山
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ

の
草
に
よ
く
似
た
も
の
に
キ
ツ
ネ
ノ

ボ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
毛

が
な
く
、
ま
た
金
平
糖
の
と
げ
の
先

が
曲
が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

い
ず
れ
も
有
毒
な
植
物
で
、
茎
や

葉
の
汁
が
柔
ら
か
い
皮
膚
に
つ
け
ば

ご
し
ょ
く

水
ぶ
く
れ
を
起
こ
し
、
誤
食
を
す
れ

ば
胃
腸
が
た
だ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

ほ100 直~. この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。


